
 

  



 

今回、講演の後半はグループごとにワークショップをしました。  
平日午後に大地震が起きて、島根原発に事故が起きたら各自どう動く
かのシミュレーションをしました。  
通行可能な道路は大渋滞、地区ごとに割り当てられた避難先は海岸近
くの公園や高校で、とてもひとつの地区の住民が収容できる規模では
ありません。地震の後に津波が来ることを想定すると、海沿いの避難先
が安全だとは思えません。  
ワークショップ終了後に出た意見は、満場一致で「避難は無理！」でし
た。  
やっと避難できたとしても、通常の災害と違い、原発事故は収束まで長
期に渡ります。学校や仕事も変わらないといけないし、農業や漁業をし
ていた人は、田畑や漁場を失います。  
通常の災害なら、被災した人は「大変でしたね」と慰められるところ、福
島では原発事故から逃げてきた人達は差別されることもありました。 
巨大地震で崩壊した町も、時間とともに復興していけます。能登でもた
くさんの方が倒壊した家屋の下で亡くなられましたが、救出された方も
少なくありません。ただそこに原発事故が絡むと、急いで避難しないと
いけなくなります。そんな中で、通常の災害のように住民が声掛け合っ
て助けあうことも難しくなります。  
 

知って得とく委員会

島根県民会館

1 月 30 日に島根県民会館で、脱原発学習会がありました。    
14名が参加しました。 
島根原発 1，2，3号機の運転を差し止める訴訟に関わり、さよ
なら島根原発ネットワーク事務局長を務める芦原康江さんを
講師にお迎えしました。  
能登半島の大地震で、稼働していなくて幸いだったのですが
志賀原発にも影響があったことを伝える報道はわずかでし
た。もし島根で同じ規模の地震が起こったら？ 島根原発から
30㎞圏内の住民は全国第三位で約 45.7万人、そのうち避難
に支援の必要な人は 5.8万人で全国最多です。  
能登の各地で道路が寸断されたり、家屋が倒壊した映像は
記憶に新しいと思います。逃げようにも道や橋が寸断されて車
が走れない、家の下敷きになっても救助が来ない、そんな中
で一刻を争う原発事故が起きたらどうなるか。とても他人事
には思えません。  

 

 

原発さえなければ、被害も悲劇もうんと減らせます。  
逆に言えば、原発があると大地震も取り返しのつかない未曾有の大災害になってしまいます。  
島根原発は 8月に再稼働の話が出ています。まだまだできることがたくさんあると思いました。  
グリーンコープでんきへの切り替えもおすすめします。 

グリーンコープは 30余年前のチェルノブイリ原発事故以来、
一貫して脱原発をめざしてきました。 
東日本大震災による原発事故を機に、2013年からは、自分た
ちが使う電気を自然エネルギーでつくり出していこうと、各
地に発電所を建設し、2016年から電気の供給事業に取り組ん
でいます。 
毎日使う電気だからこそ、原発に頼らずに安心できるものを。
電気の品質や安定性はこれまでと一切変わりません。 
子どもの未来を守るためにも、原発依存の電気から原発フリ
ーのでんきにシフトしていくことが大切です。 
 

でんきを選ぶことで自分の意思表示をしませんか!! 


